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数と式②
第2学年

連立方程式

問題：自宅͔Β学校まͰ6400mͷ道ͷΓをɺ自宅͔Βバス停AまͰ歩͖ɺͦこ͔Βバス停BまͰバスͰ移
動しͨ後ɺ学校まͰ歩くͱɺ全体Ͱ40分͔͔っͨɻ歩く速さ͸毎分50mɺバスͷ速さ͸毎時15㎞
Ͱɺバス停B͔ Β学校まͰʹ͔͔っͨ時間͸自宅͔Βバス停AまͰʹ͔͔っͨ時間ͷ2倍Ͱあっͨɻ
自宅͔Βバス停AまͰͷ͔͔っͨ時間ͱɺバス停A͔ Βバス停BまͰʹ͔͔っͨ時間͸ɺͦΕͧΕ何
分͔求めͳさいɻ

文章題の数値や文字を使ͬͯɺ問題を解決͢るための連立方程式を立
式͢るこͱ͕Ͱ͖ないɻ

目標 内容 ※太字͸次ページʹ詳細を掲載

・連立方程式ͱそͷ解ͷ意味
・加減法ʹよΔ連立方程式ͷ解͖方
・代入法ʹよΔ連立方程式ͷ解͖方
・連立方程式ͷ利用

ɹ文章題ͷ中ͷ数量関係を読み取Δためʹɺ図や表を
用いͯ場面を視覚化しɺ問題を解決すΔためͷ連立方
程式を立式Ͱ͖Δɻ

図や表を用いͯ場面を正しく
表現すΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

何ͱ何を＝ʢイコールʣͰͭͳ
͛Ε͹いいͷ？ 何͕xͰɺ何͕yʹ ͳΔͷ？

文字を用いͯ数量関係を表現す
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

閣方程式

閣連立方程式

閣二次方程式

学習内容ʢ単元名ʣ

文章題ͷ数値や文字を使ͬͯɺ問題を解決すΔためͷ方程式を
立式すΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

文章題ͷ数値や文字を使っͯɺ問題を解決すΔͨめͷ連立方程
式を立式すΔこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

文章題ͷ数値や文字を使ͬͯɺ問題を解決すΔためͷ二次方程
式を立式すΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

ͭま͖ͣの実態

第1学年

第2学年

第3学年
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ᶃ立式すΔたΊʹ必要ͳ΋ͷを選択し、そΕを図や表ͳͲを用いͯ視覚的ʹ整理、説明すΔ活動
ʢ文章題ͷ内容を図や表を用いͯ表現すΔこͱͰ、多様ͳアプローチを΋っͯ立式すΔ活動ʣ
ᶄ班学習Ͱ互いͷ意見を聞き、自分ͱ͸違う考え方を知ったΓ、教えΔこͱͰ自分ͷ考えをまͱ
ΊたΓすΔ活動

・文章題を図ͱ表ͷ両方を用いͯ
表現すΔこͱͰɺ視覚的ʹ整理
すΔこͱ͕Ͱ͖ɺ場面内ͷ数量
関係を͔ͭΈやすくͳΔɻ

・等しい数量関係を文字を使ͬͯ
表すこͱやɺ連立方程式ͱしͯ
立式すΔこͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹͳ
Δɻ

活動ͷͶらい▶・立式すΔͨΊʹ必要ͳ数量関係を視覚化しɺ説明すΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ
・文章題ͷ中ͷ数量を図や表Ͱ視覚的ʹ表すこͱͰɺ等しい数量関係を͔ͭΈɺ連立方程式を立
式すΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ

・数量関係を図に表すͱ͖に͸ɺ線分図Ͱ２つͷ数量ʢ例：時間ͱ距離ʣ͕Ͳこͷ部分に対応しͯいΔ͔
を明確にすΔɻ

・数量関係を表に表すͱ͖に͸ɺͲͷ項目をͲͷように配置すΕ͹整理しやすいͷ͔を生徒に考えさせΔɻ
・図ɺ表ɺ式を比較しɺͦΕͧΕ͕Ͳこに結び付いͯいΔͷ͔を考えΔ場を設定すΔɻ

期待さΕΔ生徒の姿

ᶃ情報を整理すΔ

道ͷΓをͨすͱＢ400m
ʹͳΔͷ͕使えΔΑɻ

表ͷ中ͷ自宅͔Βバス停A·Ͱͷ時間͕ɺ
図Ͱいうͱ一番左ͷ部分ʹ対応すΔͶɻ

合計の距離：50x＋250y＋50×2x＝6400

合計の時間：x＋y＋2x＝40

合計͕40分͔͔ͬͯいΔ
情報΋使えͦうͩɻ

ᶅ立式すΔ

・自宅͔Β学校の間にAɺBのバス停͕あΔɻ
・全体の道のΓ：6400m
・自宅→Aの時間×2＝B͔ Β学校までの時間
・全体で40分
・歩く速さ：毎分50mɺバスの速さ：毎時15km

全体ͷ道ͷΓ͸わ͔ͬ
ͯいΔけͲɺバス停間
͸わ͔Βͳいͳあɻ

わ͔ͬͯいͳいバス停
間ͷ時間をxͱyʹ し
Αうɻ

自宅ͱ学校ͷ間ʹバス停
̖ͱ̗͕あΔͧɻ

速さ͸わ͔ͬͯいΔͧɻ

ᶄ図や表ʹ整理すΔ
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